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（１）
下の図のような三角形ＡＢＣにおいて、辺ＢＣを三等分する点をＢに近い方からＤ、Ｅとする。
辺ＡＣ上にＡＰ：ＰＣ＝１：２となる点Ｐを、辺ＡＢ上にＡＱ：ＱＢ＝１：８となる点Ｑを
それぞれとり、ＤＰとＥＱの交点をＲとする。
このとき、四角形ＡＱＲＰの面積は三角形ＤＥＲの面積の何倍か。

（２）
一辺の長さが 12 である正方形を底面とし、高さが６である図のような直方体において、
ＡＢの中点をＭとし、辺ＥＦ上の点でＥＮ＝10 となる点Ｎをとる。
３点Ｍ、Ｎ、Ｇを含む平面で直方体を切断すると、点Ｆを含む立体の体積は（あ）になる。
さらに、３点Ａ、Ｄ、Ｇを含む平面で切断したとき、もとの直方体は合計４つの立体に分かれるが、
その中で体積が最も小さい立体の体積をＶ１、体積が最も大きい立体の体積をＶ２とする。
このとき、Ｖ２－Ｖ１の値は（い）である。
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（３） 図の七角形ＡＢＣＤＥＦＧは正七角形である。
 直線ＢＧと直線ＣＤの交点をＰとするとき、∠ＡＧＣ＝∠ＧＰＣであることを証明せよ。 

＠検証用＠
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